
請願第11号
手護言語機調芝をまめ墨意見書の

~重
発に褻する講頚

嬰 割

手話が音声言語 と封睾な言語 (目 車語)であることを広く国民に広れ、あらゆる暮面での

手話による信穀の提供 つ姜再が行わ乱、きこたなこ千 隣が手話を身につ
`す

、手語で幸べるよ

う工するともに、手話を言語として著夏、研究することのできる豪麦整席を目諭とした 〒手

詰言語接 (幽 」却 定することこ

理 湖

手話壊手や着 善藤な どの朝きや妻 0麦焉を覧ラ致 書の議彙 と文接算系を詩つ言語であるっ

ろう者ここ≧つて手話意聞 こた墨入逢つ雪茸言語 と同義に、重要な情藝妥岳 ≧コミュニケーシ

百ンの手段て墓争L長い薩貞のなうて 大罰こ守 基熟てき亀

1_かしながら、コ本鍾おいてな瑶蒲初動毒ヽ あろう        きれ、祥会でも手話を

虞 うことで差則 き乱てきたとい う匡貞があ つ、翼とでなろう学校で恙手話が導入きれ、手話

通ヌ暗塔彗≠ 系這 工設置事棄の法詞となど工二つ社会勤狂謡みられてきて意いる野、その活

漸や認識意まだまだ十分と転言えなきヽ景毘こあるこ

ヨ尋∋も 郷輯祖 3D tt■ 2月 挺採表された自違の醇書君縫剰条約江慧.T手語懲言語」で

あるこ≧が明記 されているコ

その       の批巌工向;て日革妻府は瓢詢とり茎矯を進め、ヨ0■ ■碑導穆 暑3

手 二月疑成立 した 囀麺襲華箸三章議」では 〒全て嗜書書な、可華意醍 り、言語 〔手話を含

警:そ0拠④言黒薫通の尋●手段工つとゝて曇醤択 f―ヅ様会が霊黒き乱る』 ≧定めら争しているこ

雲孟、司装累 2ヨ条でな重 3通方公共瓢麟華封 して言黒素通支援亀策霊曇轟づ華て驚コ、

鳥取県をなじめ耳を′`くつかの地戸詞浴偉で『手話言語条圃」が詞定されている=

ロエお 1ィ て` も、画ネ中の轟童岸害者が手話工よる信尋つ霊美をくまなく麦予られるように、

手話が言言言語 と対等衆言語であることを重 ミ函氏に広尋、轟尋輩尋暑面で手話を身霊つけ、

手話で書ぴ、更には手話を言語 として書受、研究することの鶏菜る乗箕をつ くるたみの善墓

障を真現することが必要軸 ると毒わ 3

本年 ■幻 Ξё野蛭蜀章でも葦書言需利条約の軋巌がなきれた。 この乱進をよつ龍圃たるも

の とす るために、「手話言語去 (顔喬a」 訓主をできるだ薪早見ィゝ時劃 tこ進導て強Lただきたしヽコ




